
伐採後の森林に生息・生育する生物に対する保持林業の効果
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保持林業とは

北海道空知総合振興局森林室撮影

実験区の設定

※これまで「保残伐施業」と称していましたが、伐採時に一部を種子木として次の伐期まで残す「保残木作業」との混同を
懸念する意見があったことなどから、今後は「保持林業」「保持林施業」を用いることとなりました。
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2013年から2015年に、47～

61年生のトドマツ人工林と周

辺の天然林を対象に、8通り

の実験区を設定しました。

伐採前調査の翌年に伐採と

地拵えを行い、その翌年にト

ドマツを植栽するとともに、

伐採後調査を継続しています。

第１セット単木大量保持区 2022年5月

「保持林業」とは、主伐時に一部の樹木を残し

て複雑な森林構造を維持する伐採方法により、皆

伐では失われる老齢木、大径木等を将来的に確保

し、多様な生物の生息地としての機能等を維持す

る森林管理をいいます。

保持林業のもとで行う伐採、植栽、保持等の一

連の具体的施業を「保持林施業」※と呼びます（柿

澤ほか 2018）。

北米や北欧をはじめ、世界各地で実証実験が行

われたり、国の法令に取り入れられたりして、広

まりつつあります。

林業試験場では、北海道水産林務部森林環境局道有林課、空知総合振興局森林室、森林研究・整備機構

森林総合研究所北海道支所、北海道大学農学部とともに、芦別市、赤平市、深川市の道有林において、

2014年から日本で初めての保持林業の大規模実験を開始しました。

これまでの調査研究から、さまざまな生物に対する保持林業の効果をまとめました。
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保持林業の効果

対象 群状保持の効果 単木保持の効果

高木性広葉樹 △ 保持の範囲に広葉樹が生育してい
れば保持される

○ 多様な侵入広葉樹があれば、それを
保持できる

下層植生
Akashi (2023)

○ 面積は少ないが、伐採前に近い群
集が残る

× 伐採や地拵えで地表が撹乱されれば、
皆伐地とほとんど違いがない

外生菌根菌
Obase et al. (2022)

○ 面積は少ないが、伐採前の種の保
全に有効

○ 伐採前とは種組成が変わるが、皆伐
に比べ高い多様性を維持できる

鳥類
Yamaura et al. (2023)

× 森林性鳥類の生息地としての効果
はほとんどない

○ 少量でも広葉樹を保持すると、森林
性鳥類が皆伐に比べ大きく増加する

コウモリ類
Teshima et al. (2022)

－ （調査対象外） ○ 中量～大量保持によって、林内環境
を好む種数が増加

昆虫：地表性オサムシ類
Yamanaka et al. (2021)

○ 面積は少ないが、伐採前に近い群
集が残る

○ 保持する広葉樹が多いほど、森林性
の種が増加する

昆虫：腐肉食性甲虫
（シデムシ科、コガネムシ類）

Ueda et al. (2022)

× 皆伐地とほとんど違いがない ○ 保持する広葉樹が多いほど、森林性
の種が増加する

昆虫：腐肉食性甲虫
（オサムシ科）

上田ほか (2022)

△ 調査地によって傾向が異なり、さ
らに検討が必要

○ 保持する広葉樹が多いほど、森林性
の種が増加する

樹木を残す方法として、伐採しない区域を残す群状保持と区域全体に林冠木を残す単木保持があり、

対象とする生物によって、有効な保持方法が異なります。

伐採や地拵えによって大きな影響を受ける下層植生を保全するには、施業を行わない林分を残すこと

が望まれます。一方、わずかな面積の群状保持では行動範囲の大きな鳥類などには効果がありません。

多様な生物に配慮するには、両方を組み合わせて多様な環境を残す必要があります。

多数の広葉樹を保持すると、伐採後に植栽したトドマツの成長に影響が生じる可能性があり、さらに

調査を継続していきます。

令和5年　北海道森づくり研究成果発表会要旨集 (https://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/kanko/kiho/kihor05.htm)

光珠内季報No.207(2023.7) 21


	スライド 1
	スライド 2



